
最 近 の ト ピ ッ ク ス

フッ化物洗口法とデンタル ･シーラント併用による

効率的う蝕予防管理計画

新潟大学歯学部予防歯科学教室

小 林 清 吾

一地区において､フッ化物洗口法とデンタル ･シーラ

ント併用したう蝕予防計画を実践し､好ましい成果を挙

げることができた｡モデル地区とした新潟県西蒲原郡弥

彦村においてフッ化物洗口法は､まず1970年に小学校に

おいて､0.2% NaF､週 1回法で､そして1978年には保

育園において､0.05%､週5回で開始され､現在継続実

施されている｡保母や担任教師の監視のもとで､洗口時

間は1回1分間､慣れてくれば極めてスムーズに実施で

きる方法である｡更に1989年より､当小学校内の歯科診

療室において､デンタル ･シーラントを導入した｡本方

法は､白歯部中富裂溝に対するより積極的なう蝕予防対

策で､ラバーダム防湿を施し､中富裂溝清掃材GK-101

液⑧で前処置した後､光重合型シーラソトを応用した｡

なお､各施設で行われてきた歯磨きや砂糖の制限指導な

どは一般的なものである｡そして､今日までの22年間､

半年に1回､同一診査基準のもとでう蝕の実態を追跡調

査してきた｡

弥彦小学校全学年の一人平均永久う歯数 (DMFT)

はベースラインの1970年で2.3であったものが､全学年

の児童が小学校入学よりフッ化物洗口法を継続してきた

ことになる1978年には1.4に減少した｡また､全学年の

児童が4歳からフッ化物洗口法を実施してきたことにな

る1989年には全学年DMm は0.4となった｡そ して､

Figlに示されたごとく､1970年では全学年のうちう蝕

所有者が大部分､73%を占めていたが､フッ化物洗口法

Figl.
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導入19年後の1989年に接､逆にう蝕健全者の占める割合

が大部分で､77%を占めた｡なお､1989年において発見

されたう蝕の91.2%は臼歯中富裂溝に発生したものであっ

た ｡

フッ化物応用によるう蝕予防の成果が充分と考えられ

た1989年より､次の段階としてデソタル ･シーラントを

開始した｡ここでは前臨床的う蝕 [CO]に相当する､探
針によって軽度のステッキ-感を持つ異常な中富裂溝に

限定して､シーラソトを実施した｡また今回は､シーラ

ント処置歯との比較対照群として､約半数の異常小官裂

溝にはシーラソトを行わず､引き続き経過観察を行った｡

12カ月後のう蝕進行率をみると､シーラソトせずに経

過観察の中富裂溝 (N-67):24%､に対してシーラン

ト処置の中富裂溝 (N-93):0%であり､この期間に

ついてのシーラソト処置の予後は極めて良好であった｡

一万､探針によるステッキ-感を持たない健全な中富裂

港 (9,908例)からのう蝕進行率は0.4%と極めて小さい

ことから､これらの場合にはシーラソトを行わない方が､

予防計画全体は効率的になるものと考えられた｡

Fig2はシーラント開始時の1989年と､3年後の1992

年におけるう蝕健全老率及びDMm である｡この期間

においでは､〟二部の小窓裂溝匪限ってシーラントを応用

した計画であったが､う蝕は更に減少し､1992年におけ

る全学年のう蝕健全老率は83%､DMFTは0.3となった｡
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